
東京都議会議員候補（目黒区）

あなたの暮らしを守り抜く。
西崎つばさ

　円融寺幼稚園、向原小、九中
の出身。3兄弟の長男であること
も手伝ってか、生徒会長や野球
チームのキャプテンなど、まとめ
役を任されるタイプでした。
　都立青山高校、東京外語大
（英語科）を卒業後、目黒雅叙
園に勤務。宴会場では多くの地域の方をお迎えし、
営業担当としても地元の企業や団体にご挨拶して回
る日々。リーマンショック直後で売り上げは厳しかっ
たけれど、そこで味わった苦労も財産です。
　手塚よしお、蓮舫の秘書を経て、目黒区議として
6年、都議として4 年。途中で挑んだ区長選には敗
れましたが、この街に貢献したい気持ちは一層強く
なりました。
　現在は、3人の子どもが自分と同じ幼稚園・小学
校に通っており、今度はパパとして地域にお世話に
なっています。朝食の準備で駅頭活動の開始が遅く
なったり、議会が深夜に及んで帰れなかったりと、
仕事と家庭の両立は一筋縄ではいきませんが、子
育て世代の一人として、そしてジェンダー平等を目指
す男性議員の一人として、これからも奮闘します。

　政治家を志したのは高校 3 年生の時。9.11の同
時多発テロや、その後の紛争をきっかけに、どうす
れば世界平和を実現できるのか、真剣に考えました。
目黒区から広島に派遣された経験や、幼少期に祖
父母から戦争の話を聞かされた影響もあったのかも
知れません。
　そこで出した 17 歳なりの素朴な答えは、お互いが
思いやり、支え合う社会をつくること。現在は、トラ
ンプ大統領が象徴するように分断と対立が煽られる
時代ですが、私は初心を忘れず、徹底的に抗いた
いと思います。

　政治は、弱い立場・困難を
抱えている人たちのためにあり ま
す。スタートラインにすら立てな
い方々にこそ手を差し伸べ、
誰にでも居場所と出番があり、
活躍できる社会をつくることが、
多様性あふれる力強い東京へ と
繋がると確信しています。
　「政治とカネ」の最大の問
題点は、権力や資金力のある者が政策決定や政治
判断を歪めてしまうことです。私は企業・団体献金
や政治資金パーティーとは縁を切り、真に支援を必
要とする方や、ごく普通に暮らす都民の側に立つ政
治姿勢を貫きます。

目黒で生まれ、育ち、働く 原点は世界平和

西崎つばさの信念

地方議員の
    職務と家庭の両立に
関する国会図書館の論文で、
私の取り組みが紹介されました！

頒布責任者：金井洋（目黒区目黒本町3-5-9-K15） 印刷者：株式会社ウェルカムアート（台東区花川戸 2-2-5-502）
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西崎つばさ
都議会、ここがおかしい！

西崎つばさ東京都議会議員候補
（目黒区）

■1983 年11月、目黒区生まれ、目黒区育ち、41 歳。
■円融寺幼稚園、向原小、目黒九中、都立青山高校、東京外大英語科を卒業。
　目黒雅叙園勤務、手塚よしお秘書、蓮舫秘書、区議2 期、都議1 期。区長選惜敗。
■東京若手議員の会 顧問、子どもの事故予防地方議員連盟 監事。
■妻・長男（10歳）・次男（7歳）・三男（5 歳）・保護猫2 匹。ビールと野球と猫が大好物。

都議会、ここがおかしい！

鋭く都政を監視する

　今の都議会は、自民・公明・都ファが一体となって小池知事を支え、
まるで大政翼賛会のようです。
　都民不在の再開発や、ずさんな英語スピーキングテストなど、知事に
耳障りなことには触れず、それどころか、知事の答弁拒否を問題視した
立憲議員の発言を取り消す動議まで提出し、可決させました。もはや、
誰のために働いているのか理解できません。
　さらには、都議会自民党の裏金問題を追及するために我々が提案した
「政治倫理審査会」の設置に自・公・都ファが反対し、極めつけは「裏金
議員の免罪条例」を共同提案で可決。不正の真相究明の場すら作れず、
熟議とは程遠い今の都議会。何としても変えなければなりません。

　都政のムダ使いの象徴が、都庁プロジェクションマッピング（3 年で24 億）とお台
場の巨大噴水（設置に26 億、維持に年1.5～2億）ですが、この2 事業のどちらとも、
127名の都議のうち最も早く議会で問題視したのが私でした。
　膨大な都の事業をチェックするのは骨の折れる作業ですが、知事のポチではなく、
納税者の番犬として、これからも目を光らせていきます。

西崎 翔
プロフィール

東京都議会議員候補 西崎つばさ連絡先▶TEL.090-1796-5099 office@n283.com

物価高対策・くらしの底上げ1

医療・介護・救急体制の充実2

環境保全と安心のまちづくり3

世界一の子ども・子育て支援4

自分らしく生きられる社会へ5

ベーシックサービスの充実、生活の負担軽減、住宅支援
賃上げと働き方改革、非正規労働者の処遇改善・正規化

都立病院の機能強化、救急隊の増強、がん対策条例の制定
介護基盤の整備・人材の確保、認知症患者と家族の支援

防災・インフラ対策、避難所改善、再エネ普及と緑の向上
再開発や羽田ルート、巨大噴水の見直し、カジノ誘致撤退

子どもの権利推進、学童対策、都立高の入試改革
多様で質の高い教育と完全無償化、教員負担の軽減

平和の継承、ジェンダー主流化、ヘイトや差別の解消
インクルーシブ推進、デフ大会の成功と共生社会の実現

2025 年 5 月 16日現在（欠員 4名）
都議会会派構成
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あなたの暮らしを守り抜く、西崎つばさの政策

詳しくは
こちらから


